
 

 

令和４年大阪ﾍﾞｲｴﾘｱ祭『第１６回 World あぽろん』は３年ぶりの復活祭を何としてでも成功させる為     

ホームページ上にて大変厳しい感染対策の注意事項を数回投稿し、お願いも致しましたが、皆様の深い深

いご理解!と辛抱強い努力!そしてご協力の基、大盛会裡に無事!終了致しました。 

  

この３年ぶりの今大会は第 1 回目同様の規模が縮小した大会になりましたが、あらゆる困難を乗り越えて出

場をきめて頂きました踊り子チームの皆様には心より敬意を表し、お一人お一人をあぽろんの宝として大切

に大切に、今後も本番が楽しい記念日となる様な企画構成し、精一杯!取り組んでまいりたいと思います。 

 

１０回連続出場! 15回連続出場!達成や、初めてのチームによる新しい息吹! 練習も場所も不自由であったで

あろう踊り子連! 学校も行けず部活も出来ずの子供連!や高校!学生連!の皆さん! 

初夏を思わせる ATCの海をバックに踊る笑顔は本当にキラキラと輝いておりました。 

感動!と感激!で胸が熱くなりポロポロ泣いてしまいました。今もこうして書いてる時にも、あの元気一杯!の踊り

を思いだすと、我々に対し「勇気とやる気」の演舞で励まして貰ったようで涙が出てしまいます。 

また朝早くから遠方よりご来場頂きました大勢のカメラマンの皆さんにも活気ずけられ有難かったです。 

早速投稿されてる素晴らしい写真の数々を見て、改めて踊り子の楽しそうな笑顔で幸せを感じてる処です。 

 

審査委員の皆様には屈託のない評価を基に「Ｗorld あぽろん」目指し自粛自粛の連続で練習もままならな

い踊り子さんの努力を心から讃え「各受賞」を決定し表彰致しました。※HPにて公開中! 

 

苦労や嫌な事、面白かった事、楽しかった事、全て一切がっさい、ごちゃごちゃにしてパワー全開のｱﾄﾗｸｼ

ｮﾝ「総踊り」では、今までの苦しい思いを一気に吐き出すかの様な気合い十分の「煽り手」の素晴らしい誘導

で、例年になく盛り上がり、また、観客の皆さんも声出し禁止の中、最後まで手拍子で応援して頂きました。 

来年も頑張ろう!と思う瞬間でもあり、そして希望と夢に繋げる瞬間でもありました。 

 

行き届かない事がままあったかと思いますが、あぽろんを見た事も踊った事も無い学生チームの皆さんが朝

早くから大道具～小道具、会場設営～進行、そして撤収作まで、精一杯! 惜しまず「第１６回 World あぽろ

ん」を創り上げて頂きました。 心より感謝して「運営貢献賞」を授与!しました。※HPにて紹介中! 

 

本番日の審査委員、統括への挨拶はNG!と説明会でお願いしましたが、ご理解頂き大変有難うございました。

まず、全チームへの「公平差」が守れた事と、気がねなく動け、大変!助かりました。 

そして、いつもいつも SNS投稿を気にかけてくれた「イイネ!」はとても励みになります。    

こうした様々な事、まだまだ一言では伝えられない気持ちや簡単に文章では書き表わせない事、深夜地元

を観光バスで出発したチームの事、もっともっと紹介したい事が一杯あります。 是非!SNSをご覧ください。 

   

最後に、今後も決して気を緩めずに皆さんお一人お一人のわずかな心がけや注意で自信や廻りも守れます。

待ち構えてる全国の祭りや大会が無事に開催されん事を切に願いながら「御礼」とさせていただきます。 

本当に有難うございました。来年も必ずお逢いしましょう! 

令和４年５月吉日 
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